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【授業概要】
・テーマ
　まず，プラズマ物理，電磁流体力学の基礎を解説する。その応用として，宇宙の中で起こっている現象を，特に重力と電磁気力の効果に着目しながら，活動銀河・中性子星・ブラックホール・宇宙ジェットなどの高エネルギー現象および星形成領域を中心に概説する。
・ねらい
　第Ⅰ部では，プラズマと電磁流体の基礎，X線やγ線を放射する天体，宇宙線などの高エネルギー粒子を生成する天体の基礎理論を説明する。
　第Ⅱ部では，衝突・合体を繰り返しながら今なお成長しつつある銀河団と，そこで起こっている衝撃波や乱流による粒子加速について，その研究で用いられている数値シミュレーション手法を含め，概説する。
　第Ⅲ部では，銀河で起こっている力学現象のうち，星間ガスが自己重力で収縮して星と惑星系が形成される過程を取り上げ，その物理を電磁現象に着目しながら，概観する。
・目標
　宇宙で起こっている現象を物理的に理解すると共に，これらの現象を研究するために必要なプラズマ，電磁流体などの基礎，数値シミュレーションなどの手法などを修得することを目指す。
【授業計画】
・授業の方法
　講義形式で，基本事項を板書しながら授業を進める。説明に必要な資料はプリントなどを使用する。受講者の到達度や興味に合わせて下記項目から取捨選択の上授業を行う。
・日程
Ⅰ　プラズマと電磁流体の基礎，磁場を持った星風の理論，衝撃波統計粒子加速，パルサーの構造と粒子加速，X線／γ線の放射過程
Ⅱ　銀河団の構造と衝突・合体現象，数値シミュレーション手法，ダークマターとガス，高エネルギー粒子加速，X線放射
Ⅲ　星間物質とその存在形態，ガスの平衡状態と重力不安定性，星の形成，磁場と回転の影響，惑星系の形成
【学習の方法】
・受講のあり方
　講義を聴いて宇宙で起こっている物理現象の理解に努める。授業中もわからないところは積極的に質問する。
・予習のあり方
　あらかじめ参考書に目を通すなどして，授業で取り上げるテーマについて問題意識を持つ。
・復習のあり方
　まとめのノートを作成するなどして，内容の理解に役立てる。
【成績評価の方法】
・成績評価基準
　授業内容の理解度を，物理現象と基礎理論の把握に重点をおいて評価する。
・方法
　担当者ごとにレポート課題を課して評価する。筆記試験は実施しない。
【テキスト】
　特定のテキストは使用しない。
【参考書】
  シリーズ現代の天文学　全１７巻（日本評論社），刊行中
